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［
診

断
根

拠
］

該
当

す
る

も
の

全
て

を
《

　
》

内
に

記
載

  ①
 明

ら
か

な
症

状
の

既
往

  ②
 食

物
負

荷
試

験
陽

性
  ③

 Ig
E抗

体
等

検
査

結
果

陽
性

●
学

校
に

お
け

る
日

常
の

取
り

組
み

及
び

緊
急

時
の

対
応

に
活

用
す

る
た

め
、

本
表

に
記

載
さ

れ
た

内
容

を
教

職
員

全
員

で
共

有
す

る
こ

と
に

同
意

し
ま

す
か

。
１

．
同

意
す

る
２

．
同

意
し

な
い

　
　

　
　

　
　

保
護

者
署

名
：

裏

★
保

護
者

 電
話

：

★
連

絡
医

療
機

関
 医

療
機

関
名

：

 電
話

：

記
載

日

医
師

名

医
療

機
関

名

年
　

　
　

月
　

　
　

日 ㊞

記
載

日

医
師

名

医
療

機
関

名

年
　

　
　

月
　

　
　

日

　
㊞

病
型

・
治

療
学

校
生

活
上

の
留

意
点

学 校 生 活 管 理 指 導 表 （ ア レ ル ギ ー 疾 患 用 ）

ア ナ フ ィ ラ キ シ ー （ あ り ・ な し ）

食 物 ア レ ル ギ ー （ あ り ・ な し ）

Ａ
．
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
病
型
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
あ
り
の
場
合
の
み
記
載
）

１
．

即
時

型
２

．
口

腔
ア

レ
ル

ギ
ー

症
候

群
３

．
食

物
依

存
性

運
動

誘
発

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

Ｂ
．
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
病
型
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
既
往
あ
り
の
場
合
の
み
記
載
）

１
．

食
物

（
原

因
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  ）

２
．

食
物

依
存

性
運

動
誘

発
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
３

．
運

動
誘

発
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
４

．
昆

虫
５

．
医

薬
品

６
．

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  ）

Ｃ
．
原
因
食
物
・
診
断
根
拠

　
　

該
当

す
る

食
品

の
番

号
に

○
を

し
、

か
つ

《
　

》
内

に
診

断
根

拠
を

記
載

１
．

鶏
卵

　
　

　
　

 《
　

　
　

　
　

》
２

．
牛

乳
・

乳
製

品
 《

　
　

　
　

　
》

３
．

小
麦

　
　

　
　

 《
　

　
　

　
　

》
４

．
ソ

バ
　

　
　

　
 《

　
　

　
　

　
》

５
．

ピ
ー

ナ
ッ

ツ
　

 《
　

　
　

　
　

》
６

．
種

実
類

・
木

の
実

類
　

《
　

　
　

　
　

》
 （

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ）
７

．
甲

殻
類（

エ
ビ

・
カ

ニ
）《

　
　

　
　

　
》

８
．

果
物

類
　

　
　

 《
　

　
　

　
　

》
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

９
．

魚
類

　
　

　
　

 《
　

　
　

　
　

》
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

10
．

肉
類

　
　

　
　

《
　

　
　

　
　

》
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

11
．

そ
の

他
１

　
　

《
　

　
　

　
　

》
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

12
．

そ
の

他
２

　
　

《
　

　
　

　
　

》
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

Ｄ
．
緊
急
時
に
備
え
た
処
方
薬

１
．

内
服

薬
（

抗
ヒ

ス
タ

ミ
ン

薬
、

ス
テ

ロ
イ

ド
薬

）
２

．
ア

ド
レ

ナ
リ

ン
自

己
注

射
薬

（
「

エ
ピ

ペ
ン

®」
）

３
．

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  ）

Ａ
．
給
食

１
．

管
理

不
要

２
．

保
護

者
と

相
談

し
決

定

Ｂ
．
食
物
・
食
材
を
扱
う
授
業
・
活
動

１
．

配
慮

不
要

２
．

保
護

者
と

相
談

し
決

定

Ｃ
．
運
動
（
体
育
・
部
活
動
等
）

１
．

管
理

不
要

２
．

保
護

者
と

相
談

し
決

定

Ｄ
．
宿
泊
を
伴
う
校
外
活
動

１
．

配
慮

不
要

２
．

食
事

や
イ

ベ
ン

ト
の

際
に

配
慮

が
必

要
Ｅ
．
そ
の
他
の
配
慮
・
管
理
事
項
（
自
由
記
載
）

病
型

・
治

療
学

校
生

活
上

の
留

意
点

（ あ り ・ な し ）

ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎

Ａ
．
病
型

１
．

通
年

性
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻

炎

２
．

季
節

性
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻

炎
（

花
粉

症
）

主
な

症
状

の
時

期
；

　
春

　
、

　
夏

　
、

　
秋

　
、

　
冬

Ｂ
．
治
療

１
．

抗
ヒ

ス
タ

ミ
ン

薬
・

抗
ア

レ
ル

ギ
ー

薬
（

内
服

）

２
．

鼻
噴

霧
用

ス
テ

ロ
イ

ド
薬

３
．

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  ）

Ａ
．
屋
外
活
動

１
．

管
理

不
要

２
．

保
護

者
と

相
談

し
決

定
Ｂ
．
そ
の
他
の
配
慮
・
管
理
事
項
（
自
由
記
載
）

【 緊 急 時 連 絡 先 】

名
前

男
・

女
平

成
　

　
年

　
　

月
　

　
日

生
（

　
　

歳
）

学
校

　
　

年
　

　
組

提
出

日
 平

成
　

　
年

　
　

月
　

　
日

㈶ 日 本 学 校 保 健 会 作 成
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食物アレルギーに関する調査 

 

各質問について、該当する項目に◯を記入してください。 

 

質問１ 食物アレルギーはありますか。         

 （  ）ない 以上で終わりです。 

 （  ）ある 

 

 

「ある」に記入された場合、以下の質問にお答えください。 

 

質問２ 食物アレルギーの原因となる食品は何ですか。 

  

 

 

質問３ 今までどのような症状が出ましたか。 

 （  ）じんましん  

（  ）下痢  

（  ）吐き気 

（  ）口唇やのどなどのはれやかゆみ  

（  ）アナフィラキシーショック 

 （  ）その他   〔                    〕 

 

質問４ 現在、除去している食品はありますか？ 

 （  ）ある 食品名〔                    〕 

 （  ）ない  

 

質問５ 食品を除去しているのは医師の指示ですか。 

 （  ）医師の指示による 

 （  ）医師の指示ではなく、保護者の判断による 

 （  ）その他   〔                    〕 

 

質問６ エピペン®を処方されていますか。 

 （  ）いる 

 （  ）いない 

  

質問７ エピペン®以外で、アレルギーに関して学校に持参する必要のある薬がありますか。 

 （  ）ある 

 （  ）ない                       

 

質問８ 学校での食物アレルギーに対する対応を希望しますか。 

 （  ）希望する 

 （  ）希望しない               

     年     組    番 男・女 児童生徒氏名   

記入日 平成   年  月   日 保護者氏名  

Ⅴ
様　

式　
（
例
）
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面談票（教職員記入用）

 

質問１ 食物アレルギーを起こす原因食品、具体的な症状、症状が出る量、加熱による可食の有無につ

いて教えてください。 

    

質問２ 医療機関で検査・診断を受けていますか。 

（  ）受けた        〔 最終受診日   年   月        〕 

  ・かかりつけの病院名 〔                      〕 

  ・検査・診断方法   〔・血液検査 ・食物負荷試験 ・症状の既往  〕 

（  ）受けていない 

 

質問３ 家庭で、原因食品の除去をしていますか。 

（  ）医師の指示による除去 〔食品名                   〕  

（  ）保護者の判断による除去〔食品名                   〕 

（  ）除去していない 

  

質問４ アナフィラキシーショックの経験はありますか。 

（  ）ある     〔回数  回〕〔原因                       〕 

         〔具体的な症状                        〕 

（  ）ない 

 

質問５ 運動でアナフィラキシー症状を発症したことがありますか 

（  ）ある   〔食品との関連：  有 ・ 無  〕 

（  ）ない 

 

質問６ エピペン®を処方されていますか。 

 （  ）処方されている ➡ 

 

（  ）処方されていない 

 

年   組   番 男・女 児童生徒氏名  

(生年月日)平成   年   月   日生 保護者氏名  

 

面  談  日 面  談  参  加  者 

１回目 平成  年  月  日  

   管理指導表配付の有無       有     ・     無 

２回目 平成  年  月  日  

３回目 平成  年  月  日  

原因食品 具体的な症状 症状が出る量 加熱による可食の有無

(例)鶏卵 (例)湿疹が出る (例)揚げ物のつなぎ程度 × 

    

    

    

    

    

何本処方されていますか。（   本） 

どこに保管していますか。（  ）家庭で保管している。 

            （  ）本人が携帯している。 

            （  ）その他 
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問７ 現在アレルギー疾患の治療のために使用している薬について教えてください。 

（  ）ある  〔内服薬            〕〔吸入薬               〕 

       〔外服薬            〕〔注射薬               〕 

（  ）ない 

 

質問８ 学校に携帯を希望する薬はありますか 

（  ）ある  〔薬剤名            〕 

（  ）ない 

 

質問９ 児童生徒自身で薬剤の管理及び使用ができますか 

（  ）できる 

（  ）できない〔具体的な配慮方法：                         〕 

 

質問 10 学校給食での食物アレルギーに対する対応を希望しますか。 

（  ）希望する 

 （  ）希望しない 

 

質問 11 どのような学校給食の対応を希望しますか。 

（  ）毎月、詳細な献立表を希望する 

（  ）児童生徒が自分で除去する・・〔除去する食品                     〕 

（  ）弁当を持参する・・・・・・・〔完全弁当・一部弁当：                 〕 

（  ）除去食を希望する・・・・・・〔除去する食品                     〕 

（  ）代替食を希望する・・・・・・〔具体的な提供内容                   〕 

（  ）その他・・・・・・・・・・・〔                            〕 

 

質問 12 学校生活上の注意点や配慮することはありますか。 

 

 

（ア）食物・食材を扱う授業、クラブ・委員会活動・部活動 

 

（イ）運動（体育・部活動） 

 

（ウ）遠足・校外学習 

 

（エ）宿泊を伴う校外活動 

 

（オ）他の子どもたちに対する指導 

 

（カ）他の保護者に対する説明 

 

（キ）医療関係・消防機関への情報提供 

 

（ク）アレルギーの症状が出た時の対応 

 

（ケ）その他 

 

Ⅴ
様　

式　
（
例
）
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４ 学校給食における決定事項 注）人員や設備の充実度、作業ゾーンなどの状況に応じて対応を検討する。 
 

 
決定（ 年 月 日） 変更（ 年 月 日） 変更（ 年 月 日）

レベル１ 

詳細な献立表対応 

自分で除去する食品 

 

自分で除去する食品 

 

自分で除去する食品 

 

レベル２  一部弁当 弁当対応する食品 

 

弁当対応する食品 弁当対応する食品 

完全弁当    

レベル３（除去食対応） 除去食対応の食品 除去食対応の食品 除去食対応の食品 

レベル 4（代替食対応） 代替食対応の食品 代替食対応の食品 代替食対応の食品 

給食停止等 牛乳停止・パン停止 

めん停止・ごはん停止 

牛乳停止・パン停止 

めん停止・ごはん停止 

牛乳停止・パン停止 

めん停止・ごはん停止 

 

５ 学校生活における留意事項 

活動内容等  具体的な配慮と対応 

食物・食材を扱う授業・活動 微量の摂取・接触による発症防止について  

運動（体育・部活動） 運動誘発アナフィラキシー  

食物依存性運動誘発アナフィラキシー  

宿泊を伴う校外活動 事前に確認すること  

持参薬について  

緊急時に備えてのエ

ピペンⓇや持参薬につ

いて 

① エピペンⓇ 

（  有  無 ） 

② 持参薬 

（  有  無 ） 

 

 

 

保管場所 

 

保管場所 

 

 

 

６ 学校での様子～学校でアレルギーを発症した場合などを記録 

 年  月  日 年  月  日 年  月  日 

症状    

処置経過    

   

   

   

その他    

 

Ⅴ
様　

式　
（
例
）
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【
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

食
　

チ
ェ

ッ
ク

表
】
（
単

独
調

理
場

）

  
 月

  
日

（
  

）
原

因
食

品
献

立
名

栄
養

教
諭

等
調

理
主

任

②
調

理
指

示
書

・
  
 作

業
工

程
表

・
  
 作

業
動

線
図

ど
  
 お

り
作

業
し

た
  
 か

③
誤

配
な

く
盛

り
  
 付

け
、

個
票

を
  
 貼

っ
た

か

④
保

存
食

は
忘

れ
  
 ず

に
と

っ
た

か
⑤

検
食

は
用

意
し

  
 た

か
⑥

検
食

は
行

っ
た

  
 か

⑦
該

当
す

る
児

童
  
 生

徒
の

教
室

に
  
 確

実
に

届
け

た
  
 か

①
原

因
食

品
の

混
  
 入

、
接

触
は

な
  
 い

か
氏

名

調
理

員

教
頭

校
長

副
校

長

検
食

者

○
○

○
学

校

栄
養

教
諭

等

⑧
全

体
最

終
確

認
年

上
記

の
と

お
り

、
間

違
い

な
く
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

食
を

提
供

し
ま

し
た

の
で

報
告

い
た

し
ま

す
。

組

調
理

員

調
理

員

Ⅴ
様　

式　
（
例
）
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【
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

食
　

チ
ェ

ッ
ク

表
】
（
共

同
調

理
場

）

  
　

月
 　

日
（
　

）
原

因
食

品
献

立
名

 

校
長

教
頭

調
理

場
長

⑧
全

体
最

終
確

認
⑨

検
食

は
行

っ
た

  
 か

⑩
該

当
す

る
児

童
  

 生
徒

の
教

室
に

  
 確

実
に

届
け

た
  

 か

副
校

長

①
原

因
食

品
の

混
  

 入
、

接
触

は
な

  
 い

か

②
調

理
指

示
書

・
  

 作
業

工
程

表
・

  
 作

業
動

線
図

ど
  

 お
り

作
業

し
た

  
 か

③
誤

配
な

く
盛

り
　

付
け

、
個

票
を

　
貼

っ
た

か

④
保

存
食

は
忘

れ
  

 ず
に

と
っ

た
か

⑤
検

食
は

用
意

し
  

 た
か

上
記

の
と

お
り

、
間

違
い

な
く
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

食
を

提
供

し
ま

し
た

の
で

報
告

い
た

し
ま

す
。

調
理

員
調

理
主

任
栄

養
教

諭
等

　
　

○
○

○
調

理
場

⑥
検

食
は

行
っ

た
  

 か
⑦

ダ
ブ

ル
チ

エ
ッ

ク
　

 に
よ

る
点

呼
確

認
  

 を
行
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参　考

１　アレルギー疾患の現状
　平成26年４月に公益財団法人日本学校保健会が公表した「平成25年度学校生活における健康管理に関する

調査報告書」におけるアレルギー疾患の有病率等の状況は次の（1）、（2）のとおりです。

（１） 児童生徒のアレルギー疾患有病率
　【全国の状況】

　【北海道の状況】

・約10年間で、アトピー性皮膚炎を除き、すべてのアレルギー疾患における有病率が増加しており、特に食物

アレルギーは1.7倍に、アナフィラキシーは3.4倍に増加している。

《ぜん息》

　いずれの校種においても10年前と比

較すると増加しており、全国平均を上

回っている。

参　

考
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《アトピー性皮膚炎》

　いずれの校種においても10年前と比較

すると減少しており、中・高等学校におい

て全国平均を上回っている。

《アレルギー性鼻炎》

　いずれの校種においても10年前と比較

すると増加しているが、小・中学校におい

て全国平均を下回っている。

《アレルギー性結膜炎》

　いずれの校種においても10年前と比較

すると増加しているが、小・中学校におい

て全国平均を下回っている。

《エピペン®保持者》

　北海道は、全国平

均と比較すると、小・

中学校おいてエピペ

ン保持者の割合が高

い。

（２） エピペン®保持者
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２　北海道における特別支援学校の状況
　平成26年２月に北海道教育委員会が道内の特別支援学校を対象とし、独自に実施した「平成25年度食物ア

レルギーを有する児童生徒への対応調査」における食物アレルギー疾患の有病率等の状況は次のとおりです。

・特別支援学校については、平成25年度に北海道教育委員会がはじめて調査したため、経年変化などについて

分析していない。

・幼稚部については、対象人数が少数のためデーターを掲載していない。

参　

考
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消費者庁通知「アレルギー物質を含む食品に関する表示について」

（平成25年９月20日付 消食表第257号）

アレルギー物質を含む食品に関する表示指導要領（抜粋）

第１ アレルギー物質を含む食品に関する表示の基準

１ 表示の概要

（1）食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかになった食品のうち、特に発症数、重篤度

から勘案して表示する必要性の高い食品（以下「特定原材料」という。）を食品衛生法第19

条第１項の規定に基づく表示の基準に関する内閣府令（平成23年内閣府令第45号。以下「表

示基準府令」という。）別表第４に掲げ、これらを含む加工食品については、表示基準府令

に定めるところにより当該特定原材料を含む旨を記載しなければならない。

ただし、乳、乳製品及び乳又は乳製品を主要原料とする食品に係る表示は、３(3)に示す

とおり、食品衛生法第19条第１項の規定に基づく乳及び乳製品並びにこれらを主要原料とす

る食品の表示の基準に関する内閣府令（平成23年内閣府令第46号。以下「乳等表示基準府令」

という。）に定めるところにより行うものである。

２ 表示の対象

(1)特定原材料

食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかになった食品のうち、特に発症数、重篤度

から勘案して表示する必要性の高いものを表示基準府令において特定原材料として定め、次

の７品目の表示を義務付けている。

えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生

(2)特定原材料に準ずるもの

食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかになった食品のうち、症例数や重篤な症状

を呈する者の数が継続して相当数みられるが、特定原材料に比べると少ないものを特定原材

料に準ずるものとして、次の20品目を原材料として含む加工食品については、当該食品を原材

料として含む旨を可能な限り表示するよう努めることとする。

あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、キウイフルーツ、牛肉、くるみ、

ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、

ゼラチン

(3)特定原材料等の範囲

特定原材料及び特定原材料に準ずる（以下「特定原材料等」という。）の範囲は、原則と

して、別表１のとおり、日本標準商品分類の番号で指定されている範囲のものを指す。また、

乳には、生山羊乳、殺菌山羊乳及び生めん羊乳は含まれない。
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◯全児童生徒に配布する給食だよりの献立表

９／１ ９／２ ９／３ ９／４ ９／５
チンジャオロース丼 ゆかりごはん 五目ごはん ごはん
みそ汁（じゃがいも） みそ汁(ほうれんそう） みそ汁(なめこ） けんちん汁
みずなときゅうりのツナあえ ちくわの二色揚げ 野菜添え 生揚げの卵とじ おかかさんま

大根と鶏肉の煮物 果物（なし） おひたし
果物（みかん）

牛　乳 牛　乳 牛　乳 牛　乳 牛　乳
795kcal 　31.3g 839kcal 　34.6g 834kcal 　31g 771kcal 　32.9g 844kcal 　35.6g
９／８ ９／９ ９／１０ ９／１１ ９／１２
ごはん あんかけ焼きそば しらす枝豆ごはん ごはん チキンライス
わかめとたまごのスープ ひじきサラダ すまし汁（豆腐） みそ汁（キャベツ） コーンクリームスープ
豚肉のキムチ炒め 果物（メロン） 筑前煮 焼き魚（ほっけ）大根おろし添え 豆サラダ
きのこと小松菜のサラダ 酢みそあえ 南瓜のそぼろ煮

牛　乳 牛　乳 牛　乳 牛　乳 牛　乳
763kcal 　34.9g 823kcal 　30.2g 792kcal 　33g 828kcal 　33.7g 864kcal 　30.5g

　　　　　　　学校給食の詳細な献立表　（例）　　　　　　　　

茄子とミートのスパゲティ

グリーンサラダ

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

◯食物アレルギー対応が必要な児童生徒に配布する予定献立表

月曜日

中高
正味
重量

　　　ｇ

206.00

普通牛乳 206.00

253.20

こめ　水稲穀粒　精白米 85.00

米粒麦 10.00

豚もも肉スライス 50.00

みりん　本みりん 2.50

北海道丸大豆醤油 2.00

でん粉(馬鈴薯特選一等) 1.50

なたねサラダ油 2.00

青ピーマン　生 30.00

国内産たけの子　(縦割り) 25.00

にんじん　皮つき 28.00

しょうが　生 1.00

にんにく　 生 1.00

なたねサラダ油 2.00

三温糖(カラメル抜き) 2.00

北海道丸大豆醤油 3.00

清酒　上撰 2.00

ごま油 1.00

豆板醤 0.20

かき油 4.00

ごま　いり 1.00

水  

209.00

じゃがいも　     塊茎、生 40.00

カットわかめ（鳴門産） 1.00

たまねぎ　   生 15.00

道産大豆みそ(白) 11.00

昆布だし 1.00

煮干しだし 1.00

水 140.00

51.00

みずな（きょうな）生 20.00

きゅうり　    生 10.00

まぐろ缶詰　油漬、ホワイト 20.00

北海道丸大豆醤油 1.00

９月１日（月）
中高

正味
重量

　　　ｇ

206.00

普通牛乳 206.00

105.00

こめ　水稲穀粒　精白米 105.00

255.80

木綿豆腐 40.00

ごま油 0.50

なたねサラダ油 0.50

ごぼう　 生 8.00

だいこん 15.00

にんじん　皮つき 15.00

しいたけ 10.00

根深ねぎ葉、軟白、生 10.00

清酒　上撰 1.00

なたね油 0.30

北海道丸大豆醤油 3.00

食塩 0.50

昆布だし 1.00

煮干しだし 1.00

水 150.00

90.00

新おかかさんま(味噌風味) 90.00

63.50

こまつな  生 30.00

りょくとうもやし　 生 30.00

北海道丸大豆醤油 2.50

ふりかけ用本かつお 1.00

９月５日（金）

※注）
加工食品は
毎回使用す
るごとに 、
業者から原
材料の配合
表を取り寄
せて確認す
るとともに 、
別添資料と
して提供す
る。

食品番号＊ 原材料名 ％ 原材料
有・不分別
・無 ＊2

10174 さんま 75.6 日本、他

17044 みそ 7.6 日本、他 大豆 無

03004 砂糖（三温糖） 7.3 日本、他

16025 みりん 4.9 日本、他

06103 しょうがペースト 0.7 日本、中国、他

10092 かつお削りぶし 0.5 日本、他

05018 ごま 0.5 中国、南米、他

14005 植物油 φ 日本、他 大豆 不分別

水 2.9

ごま

大豆

大豆

原料配合（％） アレルギー物質 遺伝子組換え産  地
（国名及び地域名） 該当原材料名

参　

考
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学校給食調理従事者研修マニュアル（平成24年3月文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課）
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学校給食調理従事者研修マニュアル（平成24年3月文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課）
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